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ワサビのきいた日本教育評
一英rエ コノミス ト』誌の評論の紹介によせて一
三 上 昭 彦
イギ リスの有 力な週 刊誌TheEconomist(Aprll211990)は,日本の教育 に関す る一つの興味
深 い論評 を掲載 してい る。以下に紹介す る"Japan'sschools-whycan'tlittleTarothink?一"
が そ れ で あ る(な お,同 誌 の 表 紙 に あ る この論 評 の タイ トル は,JAPAN'sFAcToRY
SCHOOLSとな っている)。この評論 は無署 名であるため,筆 者 は確定 で きないが,恐 ら く,
日本 の教育 の実情に明るい同誌 の編集部 関係のジ ャーナ リス 榊こよるもの と思われ る。
これ は,日 本語にす る と6500字程度 の短 い もので あるが,わ が国の学校教育のかな り細 かな
点に まで 目配 りした,な か なか ワサ ビの きいた辛 口の評論 とな ってい る。 これを一読す る時,
私た ち 日本人読者 は,お もわず苦笑 した り,な るほ どと考 え させ られ ることが少な くないので
はなか ろ うか。 もっ とも,現 状認識 の うえで不正確 な点や誤認 と思われる点 も一部には見 られ
る。 しか し,そ れ らはいずれ も,文 脈全体 に影響を与え る重大な ものではな く,外 国の問題 を
論ず る際に一般 に避け られ ない程度 の もの と言え よ う。 また,問 題状 況を生 み出 して きた背景
や要因 の分析 につ いてはやや物足 りなさを感ず るか もしれ ないが,そ れ は学 術的な調 査や研究
論文 に本来求め るべ き課題で あろ う。
この十数年,日 本の驚 異的な経 済成長 と資本や商品の"洪 水の ような"海 外進 出を 目の当た
りに して,わ が国の教育 と学 校に対す る国際的な関心が急速に高 まって きている ことは周知 の
とお りであ る。 日本研究 者に よる本格的な研究書 も少な くない。例 えば,こ の評論 で も引用 さ
れて い るT.ロ ー レン 『日本 の高校』 のほか,E.F.ヴォー ゲル 『ジャパ ン ・アズ ・ナ ンバ ー ワ
ン』(1979年),W.K.カミングス 『日本におけ る教育 と平等』(1980年,邦 訳 『ニッポンの学
校』)な どは,わ が国 でもか な り読 まれた ものであ る。国際的 な比較研究 の共 同作業 も行われ
つつあ る。
この評論 は,"日 本 の学校 の メ リッ トはそのデメ リッ トと表 裏をな している"と の視点か ら
の冷静 な立場 で書かれ てい るが,行 間に筆者 の母 国イギ リスで進行 してい るサ ッチ ャー/ベイ
カーの88年教 育改革法 に もとつ く改革への批判が込 められ ている ように も読め るが ど うであろ





日本の教育制度は輝かしい成果をあげてきた。 しか し今 日では,日本人でさえ,こ
の制度は,知識は過剰であるが思考力の乏 しい,多 くの勉強 しすぎの子どもと大勢に
順応 しす ぎる大人を生み出している,と考え始めている。
あなたが会社の社長で,新 しい工場 で働 く組立工をさが しているとしよう。あなたにとっ
て,模範的な労働者 とはどのような者だろうか。おそらくこんなタイプだろう。すなわち,読
み書き,計算力にすぐれ,勤 勉,潔 癖であ り,順応性に富んだ従順なタイプであろう。一言で
いえぽ日本人である。
これは,大 雑把な言い方である。他 の国民 と同じように,日 本人も多種多様である。 しか
し,日本人は良質な工場労働者になる資質にとりわけ恵まれている。 しかも,他 の諸国におけ
るよりも均質である。そ うした国民を生み出す教育制度は,現 代世界の七不思議の一つであ
る。イギ リスやアメリカとは異な り,日本では,学校が産業社会が必要 としている基本的な技
能を子 どもたちに教えていない,と いって批判す るものはいない。いくつかの事例をあげてみ
よう。
日本の義務教育は中学校(12才から15才)で終わ る。 しかし,94%の子 どもは高校(15才
から18才)へ進学する。 これは世界のどの国よりも高率である。・




・最近公刊 されて高い評価を受けているアメリカの書物(ト ーマス ・ローレン 『日本の高
校』ω)は,日 本の高校の卒業証書はアメ リカの大学の学位に相当する,とみなしている。
・現代の日本人は,2種類のアルファベ ット 〔平仮名 と片仮名〕と2000の漢字を使用 してい
る。 さらに,失読症(dyslexia)はきわめてまれで,医 療の問題 とはなっておらず,大 人
の機能的文盲 もほとんどいない。
それがもたらす ものは,た だアカデ ミックなものだけではない。 日本の学校は,他 の工業国
と較べ,驚 くほど安定 した社会を創るのに役立 っている。イギ リスやアメリカ,あるいは西 ド





しか し,日本の思慮ある人々は心配 している。その長所にもかかわ らず,日 本の学校制度は
あまりに リジッドであ り,もっと緩やかになる必要がある,とかれらは考えている。ではどの
ように して?こ の点こそ,今 日の活発な議論における争点である。
日本の学校の欠点はその長所と表裏の関係にある。施設は概 して貧弱であり,建物はすすけ
てお り,1クラスの生徒数は40人以上が普通である。 どんな錬金術によって,こ んな学校が読
み書きと算術の殿堂になるのだろ うか?
秘密の一つは時間である。 日本の学校の一日の授業時間は,他 の国と大差はないが,休 日は
かな り少なく,土曜日にも授業がある。高校卒業までに'日本の平均的な生徒は,ア メリカの生
徒 よりも1年間多く授業を受けることになる。最近の調査によれぽ,日 本の子 どもは,学校が
終わった後 も,平均 して一晩2時 間の宿題をするが,ア メリカの子 どもは30分である。




いる。日曜 日に外出する時でさえ,制 服を着るよう生徒に言 う学校もある。中学校の3分の1
は,男 子生徒に9ミ リ以上頭髪をのぼすことを禁 じている。アクセサ リーや化粧,パ ーマは普
通禁止されている。髪に自然のウエーブがかかっている女子生徒は,時 にはそれをまっすぐに
直すまで自宅謹慎 させ られる。
しか し,規則は教師による以上に,生 徒同士の圧力によりいっそ う厳 しく適用 され る。学校
は能力差によって分け られているので,ク ラス編成はそ うではない。 クラスの全ての生徒は一
緒に同じことをする。昼食は教室で食べるp生徒は交代で給食を運ぶ。授業終了後の教室の掃
除は生徒たちの共同作業である。 こうしたシステムは,子 どもたちが,集 団のなかにいる時が
最も心地好いとい う程にまで,個 々の子 どもの生来の豊かさや個性を馴 らす うえで効果的であ
る。
学校のカリキュラムは,ど の漢字はどの学年で教えるとい うように,細 かな部分まで文部省
によって上か ら決められている。ほとんどの授業は必修である。中心教科は,国語,算 数(数
学)と 英語である。教科書は文部大臣の検定を経なければならない。教師たちはカリキュラム
を忠実に実践 し,アメ リカや ヨーロッパの教師たちよりも教科書にそった授業を行 う。儒教の




で学 んだあるアメリカの女子生徒は,「1年間の授業を通 して,生 徒が質問するのを1度 も聞
いたことがない」 といっている。
それでもなお,大部分の 日本の教育者たちは,非 行や怠学が急増 してお り,授業についてこ
れない生徒が中退すると不満をもらしている。 しか し,恐 らく,高校中退者はアメリカに比べ
5分の1に も満たない。校内での犯罪は以前よ り増 しているが,国際的な基準に照 らせばまだ












は していない。1910～45年の間の日本の野蛮な朝鮮支配について,ま った くふれていない教科
書もある。時には文部省のや り方はぽかぽか しい限 りである。昨年 〔1989年〕,文部省は教科
書会社に対 して,第2次 大戦時にがマラヤにおいて,日 本軍兵士が赤ん坊を銃剣で刺殺す る様
子について記述 した節を,「マイフェア ・レディ」をもとに した物語に差 し替えることを命 じ
た(2)。
最近,文 部省はいっそ う大胆となっている。この4月の新学期から,日本の学校は重要な儀
式で日の丸を掲揚 し,「君が代」(非公式な国歌 とされている天皇への讃歌)を 斉唱することを
義務づけられた。 これに反対する教師たち一左翼的な組合をバ ックにした一定の勢力をもつ少
数派一は,懲戒処分を免れ難いだろう。文部省当局者は,国家が国民に日本人としての自覚を
もたせる必要があるとして,ア メ リカで一般的に行われている国旗 ・国歌崇拝と同じであると








けではない。 日本の企業は大卒の採用にあた っては未だ保守的である。多くの企業は,い くつ





の一つ として,桜 の花のイメージと同様に強烈である。多 くの新聞は入試問題の全文を掲載
し,週刊誌は今年はどの学部や大学が人気があるかどうかに関する話を満載する。こうした状
況は外国人には不可解なものだが,日 本人はこれを 「受験地獄」 とか 「受験戦争」と呼んでい
る。
問題は大学の入試基準から生 じている。大学教授たちは入試問題を作成するために,ぽかぽ
か しいほどまでの賞賛すぺき熱意を傾ける。かれ らが作成 した試験問題一それにすべてがかか
っているのだが一は,膨 大な記憶力のテス トである。受験生たちは,無意味なほど細かな事柄
について猛勉強し,そ してそれを限られた時間の多項選択式テス トの際に猛ス ピー ドで吐き出
す訓練に数ヵ月を費やす。




分たちの置かれた環境の下で,幸福そ うに見える。中学校の最初の1年 は,お な じよう
な感じを持っているようである。 しかし,ひ とたび2年生になり,目前に何が迫ってお
り,成功するためにしなくてはならないものがはっき りしてきた時には,こ の重圧がか
れらの真の興味 ・関心を押 しつぶす……,受験勉強のために全てのもの一友達,趣 味,
家族など一が視野から消される。
そして彼 らは必死に勉強する。事実を問 うテス トでは,表 現力や分析力を期待する試験とは
異な り,すぺての事実が役に立つ。 ここまでやれぽ充分 というわけにはいかない。昨年の調査
によれば,中学校生徒の大半は1日7時 間半睡眠を とり,自分の自由時間は,残 りの16時間半





度はそ うした高校への入学希望が高ま り,「受験地獄」をより下の年令層へ押 しやるのである。
慶応大学は幼稚園を付設 している。その入園テス トは激烈な競争である。東京にある本誌支社
のアシスタン トの1人 は,幼 い頃同じようなテス トの準備のために,「他の子 どもと遊ぶ方法」
を教えて くれる特別なプレ幼稚園へ通わされた という。
子どもを良い高校や大学へ入れ るために,大 抵 の親は,放 課後 と週末に子どもを ジュク
(crammers)へ通わせる。普通の学校では太刀打ちできない方法,す なわち事実をより多 く,
より速 く覚えられるよう子 どもを指導 し,最も入 りやすい高校や大学を選定するコンピュータ
ーテス トや入試統計を駆使することによって,ジ ュクは今や巨大な民間産業に成長した。大手
のジュクの一つである河合塾の関係者は,日 本の中学3年 生の72%が週2～3回,1回2～3時
間のジュク通いを している,と言 っている。月謝は高く,しぼ しぽ年間数千 ドルに上る。文部








破することを望むならぽ,も しそ うであるならぽ文句をい う者がいるのだろうか。
ます ます多 くの日本人にとって,答 えはイエスである。日本の子 どもたちが基本的な技能を
学ぶ方法は,将来の優秀な工場労働者を生み出せるかも知れない。 しかし,学校教育後半の受
験本位の体制は,社 会が必要 とする哲学者や詩人はもとより,ビジネス界が求める独創的な頭
脳を育成するという点では実 り少ないものとな りそ うだ。
この類の不満は 目新 しいものではない。アメリカの大学教授たちは,日本人学生一多 くは企
業からの派遣生だが一はアメリカの学生と比べ,真 面目ではあるけれ ども,教えてもあま り面
白くなく,論点について議論することができず,良 いアイディアを出す力も劣 っている,と し ⇒
ぽ しばこぼしている。多 くの西欧人は,日 本の経済的な発展を見て,自分たちの国もこうした






















教育を向上させることが目的である。 しかしそれ以上に,日 本の生徒や教師が,日 本以外の世
界の者は教育について異なった考えを持 っていることに気付 くとい う効果もあるだろ う。
さらに日本の学生の中には,日本の大学を見限 り,留学の道を選ぶ者が出てきた。それ以上
に強いのが,国 内での外国式教育への要望である。 日本の親たちは,東 京で増えつつある外国
系高校や大学に子どもを入学させ ようと列を作っている。9つのアメ リカの大学が日本に分校
を開設 している。オックスフォード大学 も同様の計画を持っている。逆の例もある。先月,東
京の小規模私大である帝京大学は,ウ エス トバージニア州のセーラム大学を買収 した。
こうした傾向や教育改革への圧力は,時 を得た ものでもある。 日本の18才人口は,1989年の
190万人から,92年には200万人余へと増大する。 しかし,その後は急激に減 り始め,2000年に
はわずか150万人 となる。その時,日 本の学校には膨大な定員割れが生ずることになる。 もし,
学生 ・生徒たちが改革志向の高校や大学を選ぶよ うにな り,そして企業がこうした学校の出身
者を採用する方が利益になると考え始めたら,変革はもっと早 くもたらされるだろう。
注
(1)ThomasP.Rohlen,Japan'sHighschools,1983,友田泰 正 訳 『日本 の高 校 』,サ イ マル 出版 会,1988。
(2)「 文 部 省 は 教 科 書 会 社 に 対 して,… ・・差 し替 え る こ とを命 じた。」 とあ るが,こ の 叙述 は や や 正 確 さ
を欠 い て い る。 指 摘 され て い る よ うな 「差 し替 え」 が行 わ れ た こ とは事 実 で あ るが,そ れ は 「文 部 省




三省堂発行の検定を通過 した高校2年 用英語教科書 『FIRSTENGLISHSERIESll』eこ掲載されてい
た教材の一つである 「第13課War」である。ここではマレーシアでの旧 日本軍兵士の残虐行為やペ ト









(4)臨 教審の発足は1984年8月21日であ り,最初に招集された総会は同年9月5日 である。
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